
 

 

[ 平成 23 年度 活動報告 ] 

荘 銀 か ね や ま 絆 の 森 
株式会社 荘内銀行 

↓記念の木札に思いを込めて 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社荘内銀行 〒997-8611 山形県鶴岡市本町 1-9-7 

地域開発部 ふるさと振興室 担当：奥山、難波 TEL：0235-28-2437  FAX：0235-28-2427 

 育林活動と木工クラフト体験(秋)  

開 催 日：平成 23 年 10 月 2 日(日) 

参加人数：90 名 

内 容：裾枝打ち・つる切り／自然観察・記念植樹 

／木工クラフト体験(フォトスタンド作り) 

＜木工クラフト体験＞ 

↑夢中になりました 

↑
親
子
で
協
力 

↓
完
成 

ピックアップ★トピックス 

YBC の山形県広報番組「やまが

たサンデー５」が当行の森づく

り活動を取材し、この様子が

10 月に放送されました 

＜家族参加＞ 

↑自然観察 

↑
ゲ

ッ
ト 

↑記念植樹(ｵｵﾔﾏｻﾞｸﾗ) 

親子の共同作業を

楽しむことができ

ました。ｵｵﾔﾏｻﾞ

ｸﾗが花を咲かせ

る頃に、また訪れ

たいです。 

裾枝を切り落します 

After 

↑視界も気分もスッキリ！ ↑枝が生い茂っています… 

Before 

林業を体験することが、地域を知ることに繋がっ

ています。また、参加者相互のコミュニケーショ

ンも活性化され、とても有意義です。 

↑
奮
闘
中 

 林産物体験と環境学習(春)  

開 催 日：平成 23 年 5 月 29 日(日) 

参加人数：40 名 

内 容：キノコの植菌／まち歩き・環境学習 

 

 

金山町では、「街並み(景観)づく

り 100 年運動」により、自然と

調和した美しい街並みづくりと、

林業等の地場産業の振興や人と

自然の共生を推進しています。 

地域の風土に合い、地元の杉や

工法を活用した金山型住宅が並

ぶ景色は趣があり、平成 22 年度

には、都市景観大賞「美しいまち

なみ大賞」を受賞しました。 

ピックアップ★トピックス 

↑450 本のほだ木 

↑種駒をハンマーで打ち込みます 

↑種駒 

↓植菌作業の様子 

今回は林産物体験。450 本

のほだ木にキノコの菌を打

ち込みました。また、まち歩

きと環境学習も実施し、森が

支える地域の豊かさや、森が

もたらす防災的機能につい

て勉強しました。 

↑
質
問
～ 

  

講師：温井 亨 先生 

(東北公益文科大学 准教授) 

演題：森づくりとまちづくり 

環境学習の様子→ 

↑まち歩きの様子 

 荘銀かねやま絆の森【概要】  

◆ 設置場所 

山形県最上郡金山町大字金山字猪の沢 
 

 

◆ 協定期間 

平成 22 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日（5 年間） 
 

 

◆ 協定締結者 

山 形 県：情報発信、備品、指導等における支援 

㈲ 三 英 ク ラ フ ト：活動場所、備品、指導等における支援 

㈱ 荘 内 銀 行：森づくり活動の実践 

自然観察

下刈り

３年次

林産物体験

裾枝打ち
つる切り

２年次

開山式
植林

１年次

裾枝打ち
つる切り

下刈り

４年次

閉山式

林産物体験

５年次

芽生えの森

プログラム
（予定）

育みの森

癒しの森

収穫の森

自然観察

下刈り

３年次

林産物体験

裾枝打ち
つる切り

２年次

開山式
植林

１年次

裾枝打ち
つる切り

下刈り

４年次

閉山式

林産物体験

５年次

芽生えの森

プログラム
（予定）

育みの森

癒しの森

収穫の森

【荘銀かねやま絆の森 活動計画】 

 

金山杉のブランド化や、金山町の観光振興に寄与されている㈲三英クラフト

さんは、その森林経営の在り方を高く評価され、全国林業経営推奨行事にて最

高賞の農林水産大臣賞を受賞しました。(平成 23 年 11 月) 
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祝 

三者協定三者協定三者協定三者協定    

荘内銀行荘内銀行荘内銀行荘内銀行    

山形県山形県山形県山形県    三英三英三英三英クラフトクラフトクラフトクラフト    


